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振動の方程式
質量m、ばね定数 kの振動子に減衰定数 bをもつ減衰力を加える。運動方程式は
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減衰振動
b2 < 4mkのとき、ルートの中が負になり虚数となる。
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である。解は 2つの解の線形結合で表される。
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となり、b > 0であれば振幅は指数関数的に減少する。



過減衰
b2 > 4mkのとき、ルートの中が正であるので振動しない。

λ = − b

2m
± γ

となる。ここで
γ =

√
b2

4m2
− k

m

である。解は 2つの解の線形結合で表される。
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臨界減衰
b2 = 4mkのとき、重根となる。
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となる。このときの解は次のようになる。
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